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日本下水道事業団 

 

「水の官民連携」事業の確かな未来へ 

～日本下水道事業団による「ＪＳモニタリング」の推進～ 

 

日本下水道事業団（ＪＳ）は、下水道分野における唯一の地方共同法人として、

地方公共団体の立場から「水の官民連携」事業の推進を強力に支援しています。 

これまでに 70を超える地方公共団体における導入検討を支援してきた実績と確

かな技術力に基づき、事業期間中も「ＪＳモニタリング」を通じて地方公共団体を

サポートします。 

 

１．「水の官民連携」の課題と「ＪＳモニタリング」の必要性 

「水の官民連携」などの下水道 PPP/PFI は、地方公共団体（以下、自治体）の課題

解決や事業の持続性向上に有効な手法です。しかし、日常的な管理を民間に委ねる一

方で、発注者には「サービス品質が維持されているか」「予期せぬリスクはないか」を

継続的に確認（モニタリング）する役割が求められます。 この「発注者モニタリング」

は、専門知識と継続的な労力を要するため、多くの自治体にとって大きな負担となり

得ます。 

「ＪＳモニタリング」は、こうしたニーズに応え、確実な事業運営を行えるようサ

ポートするサービスです。「水の官民連携」などの下水道 PPP/PFIは、事業の課題解決

や持続性向上に有効ですが、確実な履行監視や専門人材の不足がハードルとなってい

ます。公的機関であるＪＳが提供する「ＪＳモニタリング」は、専門的な知見でこれ

らをサポートし、下水道サービスの信頼性確保に貢献します。 

 



 

 

２.「ＪＳモニタリング」がもたらす価値 

ＪＳは、自治体を支援する公的専門機関として、その公共性に基づき、高い信頼性

で「ＪＳモニタリング」を提供します。その価値は以下の点にあります。 

１）専門人材の不足を補完：長年培った技術力を活用し、自治体の専門知識不足を補

います。 

２）多角的な視点での事業監視：民間事業者の「社内モニタリング（契約を履行する

視点）」に対し、ＪＳは「ＪＳモニタリング（事業を俯瞰する専門的・公的視点）」

を提供し、潜在的なリスクの早期発見を可能にします。 

３）住民の信頼確保：事業の健全性を高めることで、公共サービスの質と、公共サー

ビスに対する住民の信頼の維持・向上に貢献します。 

 

３．「ＪＳモニタリング」で、確かな公共サービスを  

「ＪＳモニタリング」は、安定的な事業運営とリスク低減に寄与します。ドローン

活用や設備診断技術を組み合わせた専門家による事業監視など、オプションメニュー

も用意しており、自治体の皆様のニーズに応じたきめ細やかなサポートが可能です。 

「水の官民連携事業」の確実な履行と持続性の確保に向け、ぜひ「ＪＳモニタリング」

の活用をご検討ください。 

 

※日本下水道事業団（ＪＳ）は、全国の下水道事業を支援する唯一の「地方共同法人（都

道府県が共同で設立した公的な専門機関）」であり、地方公共団体の皆様と同じ立場で

「水の官民連携」を強力に支援しています。 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

ソリューション推進部次長 川上 高男 

TEL：03-6892-2014 

 

 

 


